
【第４回】 (仮称)下井草まちづくりラボ  次第 

 

 

日時：令和６年９月 21日（土） 

午前９時～11時 30分 

会場：八成区民集会所 ２階 

   

 

１  開 会 

 

 ２  第４回（仮称）下井草まちづくりラボについて（１０分） 

                           

 ３  第３回（仮称）下井草まちづくりラボの振返り（５分） 

 

４  鉄道連続立体交差事業に関する講義（日本大学 中村教授）（５０分） 

 

５ 下井草駅周辺まちづくりに関する講義（日本大学 関教授）（２０分） 

 

   ～～～～ 休憩（１０分）～～～～ 

 

６  講義内容について質疑・応答（５０分） 

 

７  次回のスケジュール（５分） 

 

８  閉会 



第４回（仮称）下井草まちづくりラボ

２０２４年９月２１日（土）
杉並区市街地整備課鉄道立体係

鉄道連続立体交差事業及び
下井草駅周辺まちづくりに

関する勉強会
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本日の流れ
１ 開会
２ 第４回（仮称）下井草まちづくりラボについて
３ 第３回（仮称）下井草まちづくりラボの振返り
４ 鉄道連続立体交差事業に関する講義（日本大学 中村教授）
５ 下井草駅周辺まちづくりに関する講義（日本大学 関教授）
６ 講義内容について質疑・応答
７ 次回のスケジュール
８ 閉会
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開会
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１



第４回（仮称）
下井草まちづくりラボについて
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これまで実施してきた「まちあるき」や「小・中学生
の夏休みまちづくりプロジェクトの成果発表」から、
下井草のまちの魅力や課題を把握し、みんなで
共有しました。

本日は、鉄道が立体化した後のまちの将来像を
考えるにあたり、鉄道連続立体交差事業及び
駅周辺まちづくりについて勉強会を行います。 5



①鉄道連続立体交差事業について専門的な知識と理解
を深める。

②鉄道連続立体交差化がまちづくりへどのような影響を
与えるのか理解する。

③鉄道の立体化により、下井草駅周辺のまちの魅力向上
や課題解決の手法を知り、高架化・地下化した際の
まちの将来像をイメージする。
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第３回（仮称）
下井草まちづくりラボの振返り
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３
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まちあるきの成果を全体で共有しました。
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このような傾向が見えてきました。

●良好な緑の住環境

●「農」

●見守ってくださる人

●緑の景観

●一筋縄ではいかない
交通問題

●狭くて危険な都道
●大型車両が危険

●歴史の道の安全化

●親しみのある商店街

●駅前商店街の課題

●駅および隣接地区の魅力化

●静かな住環境
●歴史性
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このような傾向が見えてきました。

●良好な緑の住環境
・素朴で身近なみどり、窮屈感がなく癒される
・駅前の貴重なみどり
・農作物を売っていた
・非常に良い生活道路があり、曲がりのない道路整備で良い
・桜の花が／落ち着いた公園
・道路が広い。一方通行で安心して歩くことができる

●静かな住環境
・駅の近くでこんなに静かな場所はない。今後も残すべき
・一方通行で人や車両の流れをスムーズにしていてよい

●歴史性
・歴史ある建物
・観音堂やお稲荷さん

●見守ってくださる人
・見回りの人がいて安心

●緑の景観
・みどりが多く、体感で２～３度低い
・駅が近いのにみどり豊かで静か
・みどり豊かな屋敷林

●親しみのある商店街
・リーズナブルでおいしい店が多い
・商店街はいつもにぎやかで安心感がある
・買い物が便利

●「農」
・生産緑地
・駅近くにビニールハウスは
なかなかない
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このような傾向が見えてきました。

●一筋縄ではいかない交通問題
・道が狭く、車、自転車、人が近い
・一方通行にという案もあるが、もう一方の道になったところは、車が多くなり、大変なことになる
・道路を広げると住んでいる人は立ち退かないといけない。そういうことがないまちづくりをして欲しい
・廃墟のような建物があり、防災・防犯上心配
・個人商店が次々となくなっていく

●狭くて危険な都道
・横断者や自動車量が多く危険地帯
・歩車分離の段差が悪。車イス、歩行者含め危ない
・人・車・自転車が混在
・信号（自転車）が分かりにくい

●大型車両が危険
・交差点付近は大型車が多い

●駅前商店街の課題
・バスや人でスペースがいっぱい。休むところがない
・商店が少ない
・まちづくりの拠点が駅前にない
・フィットネスの裏はまちのデッドスペースになっている
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このような傾向が見えてきました。

●歴史の道の安全化
・歩道をフラットにしたらどうか
・歩道の段差をなくして歩きやすくしてほしい
・石神井公園行きのバス停は、三井住友銀行の前
・旧早稲田通りは歴史の道。このままの幅員で歩きやすく
一方通行化してほしい

●駅および隣接地区の魅力化
・駅の顔となるような駅前広場を構築
・駅周辺にくつろげる場所が欲しい
・商店街が栄えて欲しい
・木や花の通りが欲しい
・ファミレスを増やしてほしい
・西友前は横断歩道が欲しい
・みどりの豊かさで空の広さを守る
・静かな一方通行を残すべき
・図書館やカフェのようなコミュニティを新設してほしい
・赤い椅子をいっぱい増やしてイベントでも活用したい



鉄道連続立体交差事業に関する講義
（日本大学 中村教授）
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【ワークの手順】
※講義を聞いて「重要なこと」「確認したいこと」など意見や
質問を全体で共有しましょう！

１ 付箋紙にコメントを書いてください（４〜５枚くらい）

・・・ 講義から分かった重要なこと

・・・ もっとお聞きしたいこと

２ ボードに付箋紙を貼ってください
Ａ〜Ｄの４つの視点で分けてあります。
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片隅にボードの
記号を入れて
おくと便利です

Ｄ



連続立体交差事業について

日本大学 理工学部

土木工学科 教授

中村 英夫

2024.09.21第４回（仮称）下井草まちづくりラボ

【プロフィール】
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連続立体交差事業とは

【連続立体交差化】

• 道路と交差している鉄道を一定区間連続して高架化または地下

化することで立体化

• 多数の踏切の除却と多数の道路の立体交差化を一挙に実現

【道路と鉄道の立体交差方式】

単独立体交差形式 と 連続立体交差化

【連続立体交差事業】 連続立体交差化を行う公共事業 19



連続立体交差化が必要な背景
• 関東大震災（1923年）頃には郊外まで主要な鉄道が開通（大半地上）

• 戦後の高度成長期に市街地拡大とモータリゼーションが進展

• 踏切での交通渋滞・事故の問題が顕著に

1945年〜1923年〜45年〜1923年

出典：紀伊雅敦「首都圏における駅前広場の評価と整備方策」2001の図を中村が加工 20



連続立体交差事業
【事業主体】

• 都道府県、政令指定都市

• 県庁所在都市または準ずる都市（人口20万人以上及び特別区）

• 都市計画決定し、都市計画事業として施行

【費用負担】

出典：国土交通省資料に中村が加筆

都区部では85：15
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連続立体交差事業

【採択要件】（連続立体交差化の定義）

次のいずれかに該当する鉄道区間について、鉄道と道路を3ヶ所以

上立体交差させるもの

両端で３５０ｍ以上離れた幹線道路２本以上含み、踏切を２ヶ所

以上除却

幹線道路のボトルネック踏切を除却

生活道路の歩行者ボトルネック踏切を除却

出典：「道路と鉄道の連続立体交差事業」（東京都）22



連続立体交差事業 踏切事故と採択基準の拡充

出典：国土交通省資料 23



連続立体交差事業 都内の事業箇所

出典：東京都ＨＰの資料を杉並区加工24



連続立体交差事業
【事業の流れ】

①
企
画
・
立
案

②
予
備
調
査

③
連
続
立
体
交
差
事
業
調
査

④
着
工
準
備

⑤
概
略
設
計

⑥
都
市
計
画
決
定

⑦
詳
細
設
計

⑧
都
市
計
画
事
業
認
可

⑨
施
行
協
定

⑩
施
行
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連続立体交差事業調査（国庫補助調査）
【調査内容】

１．現況調査

２．都市計画の総合的検討

将来目標設定／都市整備基本構想作成／基本構想の実現方策

３．鉄道・側道等の設計

４．関連事業計画等の検討

関連事業計画／駅周辺動線計画／高架下利用計画 の検討

５．総合アセスメント調査

出典：「連続立体交差事業調査の取扱いについて」（昭和61年3月17日付事務連絡）26



連続立体交差事業
【施工方法】 仮線方式

出典：「西武鉄道池袋線（練馬高野台駅〜大泉学園駅間）連続立体交差事業パンフレット」（東京都）

石神井公園駅〜大泉学園駅間一般部の例
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連続立体交差事業
【施工方法】 直接高架工法

出典：吉住陽行「京急蒲田駅付近連続立体交差事業と京急線の羽田アクセス改善について」、2010 28



連続立体交差事業
【施工方法】 地下化（開削工法）

出典：「小田急電鉄小田原線（代々木上原駅〜梅ヶ丘駅間）連続立体交差事業パンフレット」（東京都）

東北沢駅の例
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連続立体交差事業
【施工方法】 地下化（シールド工法 ＋ 開削工法）

出典：「小田急電鉄小田原線（代々木上原駅〜梅ヶ丘駅間）連続立体交差事業パンフレット」（東京都）

世田谷代田駅〜下北沢駅の例
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立体交差化の方式の選択
コスト（地下
化は高架化と
比べて高価）

長大な高架構
造物

維持管理費
（構造物、空
調、照明等)

地下化する
と外が見え

ない

地 形

上下空間の
使い勝手

施工・完成
後の改良の
困難さ

日照・電波障
害・騒音

火災発生時等
開業後の安全

確保

用地買収

高
架
化
？

地
下
化
？
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地下化連続立体交差事業の取扱いについては、高架構造と地下構造
を比較して安価な方の事業費を補助対象限度額とするのが原則であ
る

事業費、騒音、景観等の観点から十分な検討を行った結果、地下構
造の妥当性が認められる場合は、高架構造の方が安価であっても地
下構造による事業費を補助対象額とすることが可能である。

地下化連続立体交差事業の鉄道事業者の費用負担については、連立
要綱において鉄道事業者と個別に協議することとされていることか
ら、鉄道事業者との十分な協議調整を経て決定する必要がある。

出典：「街路交通事業事務必携」（日本交通計画協会発行）

立体交差化の方式の選択

32



連続立体交差事業の事業効果

多くの踏切が同時に除却されるため、踏切遮断による交通渋滞及び

踏切事故が解消

鉄道により分断されていた市街地の一体化により、都市の再生・活

性化へ

高架下等の空間を駐輪場や公園など多目的な形で利用

鉄道輸送の安全性向上、踏切経費の節減、輸送力の増強等に寄与

出典：「道路と鉄道の連続立体交差事業」（東京都）33



出典：「連続立体交差事業のストック効果」（東京都建設局）

【効果１】

人と車の流れを

スムーズに
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池袋線・石神井公園駅付近高架化の効果

出典：「連続立体交差事業〜テーマ別事例集〜」（国土交通省）。西武鉄道資料との記載あり 35



出典：増子亮ほか「京王電鉄京王線・同相模原線連続立体交差事業によるストック効果について」、2016

京王電鉄京王線・相模原線 地下化の効果

36



【効果２】

高架下の有効利用

出典：「連続立体交差事業のストック効果」（東京都建設局）より中村加工 37



出典：「連続立体交差事業〜テーマ別事例集〜」（国土交通省）。西武鉄道資料との記載あり

高架下での駅前広場整備事例（石神井公園駅）
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出典：「連続立体交差事業〜テーマ別事例集〜」（国土交通省）。西武鉄道資料との記載あり

高架下での駅前広場整備事例（経堂駅）
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高架下利用

地方公共団体等が公共の用に供
する施設を設置しようとするとき
は、鉄道事業者は業務の運営に支
障のない限り協議に応ずる

この場合、原則として高架下貸
付可能面積の15％相当部分は事
実上無償で利用でき、超える部分
は鉄道事業者の定める貸付規則に
よる使用料にて使用できる

出典：「道路と鉄道の連続立体交差事業」（東京都）40



【効果３】

再開発などによる街の活性化

出典：「連続立体交差事業のストック効果」（東京都建設局）より中村加工 41



出典：「つながるデザインつながるまちづくり（MAP）」（世田谷区ＨＰ）

小田急線地下化に伴い生じた鉄道跡地における区整備の広場・通路等や鉄道事業者整備の施設

42



出典：「つながるデザインつながるまちづくり（MAP）」（世田谷区ＨＰ）

小田急線地下化に伴い生じた鉄道跡地における区整備の広場・通路等や鉄道事業者整備の施設

43



駅まち空間づくり（駅まちデザインの５原則）

出典：「駅まちデザインの手引き」（国土交通省ＨＰ）

①多様な主体の連携

えがき・つくり・つかう

②ビジョンの共有

イメージの見える化

③空間の共有

一体的な空間としての駅まち

④機能の連携

モビリティ・都市機能

⑤一体的で柔軟な運営

エリアマネジメント 44



ご清聴ありがとうございます
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下井草駅周辺まちづくりに関する講義
（日本大学 関教授）

46

５
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前方のスクリーンをご覧ください



ここで、１０分間休憩をとります。
休憩中にお手元の付箋紙に、講義についての意見
や質問を記入し、前方のボードに貼ってください

48



講義内容について質疑・応答

49

６
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前方のスクリーン及び付箋紙が
貼られたボードをご覧ください



次回のスケジュール

51

７



第５回（仮称）下井草まちづくりラボ

52

日時：10月26日（土）９時～14時（予定）
内容：鉄道連続立体交差事業及び駅周辺の事例見学
事例箇所（予定）：練馬高野台駅・石神井公園駅・下北沢駅周辺
※当日は、石神井公園駅→練馬高野台駅→下北沢駅の順番で各駅周辺の
事例視察を行う予定です。
(石神井公園駅→練馬高野台駅間は徒歩での移動を予定しています）

集合場所：井草地域区民センター
※当日は、送迎バスを手配いたします。8時30分に井草地域区民センターへ集合
をお願いいたします。
帰りのバスについても、井草地域区民センターまで送迎いたしますが、下北沢駅
で解散される方は、区職員へお声がけください。
雨天決行。ただし荒天の場合は中止とするため、中止の際は前日の17時まで
にご連絡いたします。
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長時間
お疲れさまでした
お配りしたアンケートのご協力をお願いします。
アンケートの記入が終わった方は、お帰りの際に
受付へ提出をお願いします。
後日提出される方は、二次元コードまたはFAX
にて提出をお願いします。（９月２７日（金）正午まで）



みどり
桜の花が
きれい

落ち着いた公園

木が多くて静か

車道と歩道の分
離をパイプなどで
して欲しい

個人商店が
次々となく
なっていく 廃墟のような建

物があり、防災・
防犯上心配

道が狭く、車、
自転車、人
が近い

一方通行にという案
もあるが、もう一方の
道になったところは、
車が多くなり、大変
なことになる

住宅やビル以外で、
駅近くにビニールハ
ウスはなかなかない

生産緑地

見回りの人が
いて安心

下井草４丁目交差
点付近は、大型車が
多い
歩道が片側のみ

まちづくりの拠点
が駅前にない

信号（自転
車）が分かり
にくい

下井草の玄関的
な場所にレンタル
倉庫は残念

旧早稲田通りは歴史
の道。このままの幅員
で歩きやすく一方通
行化してほしい

みどり

旧早稲田通
りがバリアフ
リーでない

みどりが多く公
園も多い

みどり

駅が近いのに
みどり豊かで
静か

街灯がない

みどり豊かな
屋敷林

みどりが多く、
農地も残る

木の下が涼し
く、見た目も
良い

みどりが多く、体
感で２～３度
低い

みどりを守り、み
んなで楽しむ

補助215号線は、
交通量が多いので、
歩道・自転車レーン
を設置

駐車場・駐輪
場が多い

みどりが多い
（生産緑地・屋
敷林）

緑が豊か

駅近くでもみど
りが多い

サワラの生垣が
美しい

道幅が広い。
一方通行で安心して
歩くことができる

地図が古す
ぎる。約15
年昔のもの

垣根が出っ
張っている

横断者が多い。
横断歩道が欲
しい

大木の使途
→以前は、お稲荷さんの
建替えのため、定期的に
利用・植替えしていた

非常に良い生活道
路があり、曲がりのな
い道路整備で良い

農作物が売って
いた（ブルーベ
リー）

素朴で身近なみどり
窮屈感がなく、癒される
→守りたい緑地

屋敷林がなく
なった（日影が
なくなった） 駅前の貴重

なみどり

北側にみどりや人
口が多く落ち着いた
まちになっている

駅北側に畑
がある

みどり

踏切に坂があ
り、車イスへの
配慮が大事

Q：改札が増え
ると便利だが、商
店街のにぎわい
が減るのか

踏切が狭い
立体交差化で踏切が
なくなってしまうのがもっ
たいない
踏切がかわいい

赤い椅子を
もっとアピールし
てはどうか

赤い椅子をいっぱい
増やしてイベントでも
活用したい

バスの迂回路に有
効。活用してほしい

静かなエリア銭湯ができると
コミュニティの起
点になりそう

みどりの豊かさで空
の広さを守る

ファミレスを増や
してほしい

駅の近くでこん
なに静かな場
所はない。今
後も残すべき

静かな一方通
行を残すべき

お店屋さんが
充実している
ので良かった

駅周辺で残さ
れた唯一のみ
どりの多い静か
な道

鉄道を地下化し、
駅舎跡地を有効
活用

Q：現在南側にあ
るバス停をなぜ北
側に移したいのか

駅周辺にくつろげ
る場所が欲しい たばこエリアはなく

しても良い

駅の顔となるような
駅前広場を構築

シェアサイクルポート
が駅にあると便利

まちの良さや歴史を
発信する説明板が
あると良い

公共施設が駅前にある
と良い（図書館等）

道路幅の狭
い駅前踏切

横断者や自動
車量が多く危
険地帯

右折禁止が分
かりずらい

歩道が狭いので車が
来ると危ない

歩道をフラットにした
らどうか

歩道が狭い

昔よりチェーン
店が多くなった

バスの駐車スペー
スが狭い

地下化で駅中心に
にぎわいを

旧早稲田通りは狭いた
め、電柱を地下にして欲

良い飲食
店が多い

個人経営の店
が増えて欲しい

連立で西友前の
密が北側につな
がると嬉しい

図書館やカフェのよう
なコミュニティを新設し
てほしい

木や花の通りが欲
しい

西友前は横断歩
道が欲しい

買い物が便利

人、車、自転
車が多く危険

一番街の夕方
の通行止めは
廃止すべきで
ある

フィットネスの裏
は駐車場が占
有し寂しい感じ
がある

フィットネスの裏
はまちのデッド
スペースになっ
ている

下井草北側に一
番街の夕方のお
買い物タイム（通
行止め）を何か活
用できないか

商店が少ない

南口は広場があ
り広い

商店街が栄え
て欲しい

商店街の街路は
感じが良い

リーズナブルでおいし
い店が多い

商店街はいつ
もにぎやかで安
心感がある

店頭に商品を
並べており通
行しにくい

駅前なのに静
かな雰囲気

人・車・自転車
が混在

旧早稲田通り
の段差は解消
して欲しい

都道が狭い

南側道路の歩
道が狭い

歩車分離の段差が悪。
車イス、歩行者含め危
ない

歩道がやはり狭い。段
差をなくすだけで少し
は改善するかどうか

旧早稲田通りの歩
道の狭さ

歩道の段差をな
くして歩きやすくし
てほしい

空き店舗を有効に
活用できないか

旧早稲田通りを
バリアフリーにして
欲しい

石神井公園行きの
バス停は、三井住
友銀行の前に移動
すべきである

大地主の意向でまちづく
りの方向が大きく変わる

高架化を早くし
てほしい

右折禁止が
分かりずらい

駅前は車が通り抜
けにくいため、一方
通行でいいと思う

観音堂はみん
なが利用できる
場所へ

一方通行で
人や車両の流
れをスムーズに
していてよい

歴史ある建
物がある

観音堂やお稲
荷さん等の古い
施設

神社が３つ（三峰、
観音堂、稲荷）が
徒歩圏にある

道路を広げると住んでいる
人は立ち退かないといけない。
そういうことがないまちづくりを
して欲しい

北側の商店
街の活用化

とにかく静かな下
井草にして欲しい

商店街の街灯により
夜間の明るさをカ
バーしている

北側は、ちょうどよい
幅の歩道がある。南
側も同じくらい欲しい

バスや人でス
ペースがいっぱ
い。休むところ
がない

課題

魅力

提案・質問（質問は左上にQを記載）



青：講義を通じて分かった重要なこと

黄：もっと教わりたいこと

第４回（仮称）下井草まちづくりラボ「講義を通じて分かった重要なこと、もっとお聞きしたいこと」がありましたら、付箋紙に書いてください。
→ 後ほど、ボードに貼り出してください。

Ａ
事業の全体像に

ついて

Ｂ
高架化について

Ｃ
地下化について

Ｄ
その他

Ａ

（コメント）

Ｂ

（コメント）

Ｃ

（コメント）

Ｄ

（コメント）

隅にＡ〜Ｄの
記号を入れて
おくと便利

講義の後で、
ボードに貼り
出してください



第４回（仮称）下井草まちづくりラボ「講義を通じて分かった重要なこと、もっとお聞きしたいこと」がありましたら、付箋紙に書いてください。
→ 後ほど、ボードに貼り出してください。

1 ２ ３

５４ ６



第４回 (仮称)下井草まちづくりラボ アンケート 

本日はご多忙の中、ご参加いただきまして誠にありがとうございました。 

今回の(仮称)下井草まちづくりラボに対するご意見やご感想がございましたら、 

是非お聞かせください。今後、開催時の参考にさせていただきます。 

また、次回の事例視察の出欠確認を兼ねておりますので、氏名の記入をお願いします。 
 

■今回の(仮称)下井草まちづくりラボについて 

  □よかった 

  □どちらとも言えない 

  □よくなかった 

      （選択理由：                                    ） 
  

 ■鉄道連続立体交差事業に関する講義について（日本大学理工学部土木工学科 中村教授） 

□理解できた 

  □どちらとも言えない 

  □理解できなかった 

（選択理由：                                    ） 

■下井草駅周辺まちづくりに関する講義について（日本大学理工学部土木工学科 関教授） 

□理解できた 

□どちらとも言えない 

□理解できなかった 

（選択理由：                                    ） 
 

 

■講義内容に対する質疑応答の運営について（付箋を用いた質疑応答の仕方） 

□よかった 

□どちらとも言えない 

□よくなかった 

（選択理由：                                    ） 
 

■次回（10 月 26 日（土））の鉄道連続立体交差事業の事例視察への参加の可否について 

 □参加を希望します。 

 □欠席します。 

  ※送迎バスを手配する関係上、9 月 27 日（金曜日）正午までに参加の可否について 

お知らせください（締切厳守） 

■その他（自由記入欄） 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。          

後日、右記の二次元コードまたはFAXでもご提出いただけます。 

FAXで送信される方は、電話番号のご記入をお願いいたします。 

回答〆切日：令和６年９月27日（金曜日）正午（当日中必着） 

 杉並区都市整備部市街地整備課 担当 瀧澤、井家、朝比奈 

〒１６６－８５７０ 杉並区阿佐谷南１－１５－１ 杉並区役所西棟３階 

電   話   ０３－３３１２－２１１１（内線３３７９）     ＦＡＸ ０３－３３１２－２９０７ 

＜お問合せ先＞ 
いか たきざわ あさひな 

二次元コード 

お名前（必須） 
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